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11
月
２
日
（
日
）
か
ら
３
日
（
月
）

に
か
け
て
、
令
和
７
年
度
南
種
子
町
ふ

る
さ
と
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
展
示
発
表
お
よ
び
舞
台

発
表
を
は
じ
め
、
２
日
目
の
式
典
、

お
祭
り
広
場
で
の
催
し
、
郷
土
芸
能

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
り

ま
し
た
。

　

お
祭
り
広
場
で
は
、
今
年
も
宇
宙

兄
弟
宣
言
を
交
わ
し
て
い
る
肝
付
町

か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
辺へ
つ
か塚
だ
い
だ

い
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
無
料
配
布
、

農
林
水
産
物
の
即
売
、
ジ
ャ
ン
ボ

フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
解
体
シ
ョ
ー
な
ど
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

祭
り
後
半
の
郷
土
芸
能
で
は
、
各

地
区
か
ら
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
練

習
し
て
き
た
成
果
が
披
露
さ
れ
、
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
祭
り
の
締
め
く
く
り
に
は
恒

例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
、

多
く
の
事
業
者
の
方
か
ら
た
く
さ
ん

の
景
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
会

場
で
は
、
当
選
番
号
が
発
表
さ
れ
る

度
に
一
喜
一
憂
の
声
が
聞
か
れ
る
な

ど
大
盛
況
で
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く

の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
祭
と
な
り
ま
し

た
。

※
式
辞
の
概
要
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

 

郷
土
を
愛
し
、
町
民
総
和
を
も
っ
て

本
町
の
振
興
発
展
に
期
す
る
と
い
う

趣
旨
で
開
催
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
こ

の
ふ
る
さ
と
祭
り
が
、
年
毎
に
充
実

発
展
し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
誠
に

喜
ば
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
今
の
我
が
国
を
取
り
巻
く
情
勢

を
見
ま
す
と
、
多
く
の
課
題
が
顕
在

化
し
て
お
り
ま
す
。
本
町
に
お
き
ま

し
て
も
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対

応
し
な
が
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
効

果
的
・
効
率
的
な
町
政
運
営
を
進
め
、

町
民
の
皆
様
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら

せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
９
月
12
日
に
は
、「
Ｓ
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｅ 

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ 

南
種
子
」
宣
言
を
行

い
、
宇
宙
産
業
と
地
域
の
発
展
を
さ

ら
に
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

宇
宙
に
「
触
れ
」、「
学
び
」、「
共
創
」

す
る
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を

届
け
る
と
と
も
に
、
地
元
産
業
の
活

性
化
や
観
光
振
興
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

本
町
の
現
状
報
告
と
、
い
く
つ
か

の
行
政
施
策
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
。

　

公
立
種
子
島
病
院
で
あ
り
ま
す

が
、
常
勤
医
師
は
新
医
師
臨
床
研
修

制
度
導
入
な
ど
の
様
々
な
要
因
に
よ

り
年
々
減
少
し
、
令
和
６
年
４
月
に

は
２
名
と
な
り
安
定
し
た
医
療
体
制

の
構
築
と
い
う
面
で
非
常
に
厳
し
く

な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
10
月
か
ら
最
も
危
惧
し
て
お
り

ま
し
た
常
勤
医
師
が
１
名
と
な
り
、

救
急
患
者
の
受
入
れ
や
入
院
患
者
数

に
制
限
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
も
医
師
の
確
保
に
全
力
を
注

い
で
参
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
有

効
な
打
開
策
は
見
い
だ
せ
ず
、
こ
の

ま
ま
で
は
さ
ら
な
る
医
療
崩
壊
を
招

き
か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
医
師
の
安
定
的
な
確
保
及
び
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
柔
軟
で

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
効
率

ふ
る
さ
と
祭

ふ
る
さ
と
祭
式
　
辞

式
　
辞
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的
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
病
院
議
会
の
議
決
を
い
た
だ
き

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
の
選
定
に
お
い
て
は
、

現
病
院
を
縮
小
す
る
こ
と
な
く
存
続

い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
で
、
離
島
医
療
・

へ
き
地
医
療
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と

考
え
て
全
国
各
地
で
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
る
医
療
法
人
徳
洲
会
に
指
定
管

理
を
お
願
い
し
、
令
和
７
年
10
月
１

日
よ
り
徳
洲
会
に
よ
る
管
理
・
運
営

が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
早
速
、
診
療
時
間
帯
の
救
急
受

入
れ
再
開
や
、
入
院
患
者
の
制
限
も

解
除
さ
れ
て
お
り
、
東
上
理
事
長
か

ら
は
体
制
が
整
い
次
第
、
土
曜
診
療

や
３
６
５
日
24
時
間
「
患
者
さ
ん
を

断
ら
な
い
」
医
療
を
実
践
し
て
い
き

た
い
と
お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
質
の

高
い
医
療
が
提
供
さ
れ
、
誰
も
が
安

心
し
て
受
診
で
き
る
安
定
的
な
医
療

体
制
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
医
療
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
や
県

当
局
、
県
議
会
に
お
い
て
も
、
こ
れ

か
ら
の
最
重
要
課
題
と
し
て
、
要
望

に
耳
を
傾
け
る
だ
け
で
な
く
、
責
任

あ
る
議
論
・
対
応
が
必
要
で
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
農
林
水
産
業
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、
肥
料
や
飼
料
、
燃
油
価
格

の
高
止
ま
り
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
に
お
い
て

は
、「
肥
料
・
飼
料
の
価
格
高
騰
対
策

事
業
」
に
つ
い
て
、
生
産
者
の
皆
様

の
多
く
の
声
を
踏
ま
え
、
今
年
度
ま

で
継
続
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
農
家

の
皆
様
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
か
ら
圃
場
に
環
境
情
報
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
、
温
度
や

湿
度
、
Ｃ
О
２
濃
度
な
ど
の
環
境
デ
ー

タ
を
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
で
、
熟

練
農
家
の
栽
培
技
術
や
知
識
を
新
規

就
農
者
に
共
有
し
、
育
て
る
仕
組
み

を
構
築
し
て
お
り
ま
す
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
、
子
牛
価
格
の

低
迷
と
農
業
資
材
の
高
止
ま
り
が
続

く
な
ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
生
産
コ
ス
ト
の
軽
減
と

子
牛
の
増
頭
対
策
を
図
る
た
め
、
新

た
に
「
子
牛
生
産
奨
励
金
事
業
」
い

わ
ゆ
る
子
牛
の
出
産
祝
金
支
給
事
業

を
創
設
し
、
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
購
買
者
が
本
土
と
同
じ

条
件
で
子
牛
を
購
入
で
き
る
よ
う
、

輸
送
費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
子
牛

輸
送
支
援
事
業
」
を
実
施
し
、
南
種

子
町
産
子
牛
の
販
売
価
格
の
向
上
促

進
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

宇
宙
開
発
に
つ
い
て
は
、
今
年
６

月
29
日
に
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
の

最
終
号
機
で
あ
る
50
号
機
の
ラ
ス
ト

フ
ラ
イ
ト
も
有
終
の
美
を
か
ざ
り
、

町
と
し
ま
し
て
も
大
変
喜
ば
し
く
、

こ
れ
ま
で
の
活
躍
と
多
く
の
感
動
に

対
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
域
の
活
性
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

南
種
子
町
で
育
っ
た
子
供
た
ち
の
修

学
支
援
や
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
、

地
元
へ
の
就
職
を
応
援
す
る
た
め
、

地
元
企
業
と
連
携
し
て
新
た
な
奨
学

金
制
度
「
宇
宙
の
町
奨
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
構
築
し
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
地
域
公
共
交
通
に
つ

い
て
は
、
本
年
４
月
よ
り
、
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
を
活
用
し
た
「
の
る
ー
と

南
種
子
」
の
実
証
運
行
を
行
い
、
10

月
か
ら
は
本
格
運
行
へ
と
移
行
し
て

お
り
ま
す
。「
の
る
ー
と
南
種
子
」
は
、

町
内
エ
リ
ア
お
よ
び
空
港
エ
リ
ア
を

運
行
区
域
と
し
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

が
導
き
出
す
最
適
な
ル
ー
ト
で
、
必

要
な
と
き
に
、
必
要
な
場
所
へ
、
よ

り
便
利
に
移
動
で
き
る
次
世
代
の
交

通
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
利
用
者
数
も

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
内
の

交
通
事
業
者
に
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
、
今
後
も
し
っ
か
り
進
め
て
参
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
各
産
業
の
振
興
並
び

に
福
祉
の
充
実
、
教
育
文
化
向
上
の

た
め
の
諸
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

YouTube　南種子町役場

式典オープニング VTR
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各　種　表　彰各　種　表　彰
町
民
表
彰

町
民
表
彰

地
方
自
治
部
門
（
敬
称
略
）

地
方
自
治
部
門
（
敬
称
略
）

①
中
畠　

一
三

（
南
種
子
町
消
防
団
団
長
と
し
て
５

期
13
年
９
か
月
間
の
永
き
に
わ
た

り
本
町
の
消
防
及
び
防
災
業
務
の

推
進
に
貢
献
）

地
方
自
治
部
門
（
敬
称
略
）

地
方
自
治
部
門
（
敬
称
略
）

②
河
野　

文
夫

（
南
種
子
町
消
防
団
副
団
長
と
し
て

３
期
６
年
２
か
月
間
の
永
き
に
わ
た

り
本
町
の
消
防
及
び
防
災
業
務
の
推

進
に
貢
献
）

　
　

教
育
文
化
部
門
（
敬
称
略
）

教
育
文
化
部
門
（
敬
称
略
）

①
岩
坪　

昇

（
南
種
子
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
長
と
し

て
２
期
４
年
間
・
副
会
長
と
し
て
７

期
14
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
本
町
の

体
育
の
振
興
に
貢
献
）

教
育
文
化
部
門
（
敬
称
略
）

教
育
文
化
部
門
（
敬
称
略
）

②
有
留　

常
夫

（
南
種
子
町
文
化
協
会
会
長
と
し
て

５
期
９
年
１
か
月
間
の
永
き
に
わ
た

り
本
町
の
文
化
芸
術
の
振
興
に
貢

献
）

社
会
福
祉
部
門
（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
部
門
（
敬
称
略
）

①
德
永　

正
朝

（
公
立
種
子
島
病
院
院
長
と
し
て
５

年
10
か
月
間
の
永
き
に
わ
た
り
本
町

の
医
療
事
業
の
振
興
に
貢
献
）

報
奨
金

報
奨
金
支
給
支
給

ス
ポ
ー
ツ
部
門
（
敬
称
略
）

ス
ポ
ー
ツ
部
門
（
敬
称
略
）

①
関　

大
助

（
第
21
回
鹿
児
島
県
長
距
離
走
記
録

会
男
子
小
学
２
年

800
ｍ
１
位
）

②
長
田　

美
心

（
令
和
７
年
度
県
下
小
学
生
学
年
別
柔

道
大
会
女
子
５
年
生
40
㎏
以
下
級
３

位
）

③
山
田　

真
花

　
（
令
和
７
年
度
県
下
小
学
生
学
年
別

　

柔
道
大
会
女
子
６
年
生
45
㎏
以
上

　

級
２
位
・
第
41
回
鹿
児
島
県
少
年

　

柔
道
学
年
別
錬
成
大
会
女
子
６
年

　

生
２
位
）

①①

②②

【 地方自治部門】

②②

【 教育文化部門】

【 地方自治部門】

①①

【 教育文化部門】

①①

【 社会福祉部門】
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④
小
脇　

あ
か
り

（
第
21
回
鹿
児
島
県
長
距
離
走
記
録 

会
女
子
全
国
駅
伝
選
考
３
０
０
０

ｍ
１
位
・
第
36
回
鹿
児
島
県
中
学

校
新
人
駅
伝
競
走
大
会
第
１
区
１

位
・
第
42
回
南
日
本
中
学
生
陸
上

競
技
大
会
女
子
共
通
１
５
０
０
ｍ

２
位
・
第
71
回
全
日
本
中
学
校
通

信
陸
上
競
技
大
会
鹿
児
島
大
会
女

子
共
通
１
５
０
０
ｍ
２
位
）

⑤
日
髙　

希
咲

（
第
21
回
鹿
児
島
県
長
距
離
走
記
録

会
女
子
中
学
３
０
０
０
ｍ
１
位
・

第
36
回
鹿
児
島
県
中
学
校
新
人
駅

伝
競
走
大
会
第
５
区
１
位
・
第
42

回
南
日
本
中
学
生
陸
上
競
技
大
会

女
子
共
通
１
５
０
０
ｍ
３
位
・
鹿

児
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸

上
競
技
女
子
共
通
１
５
０
０
ｍ
３

位
）

⑥
綠
川　

大
輝

（
２
０
２
５
年
度
全
日
本
サ
ー
フ
ィ

ン
連
盟
選
手
権
大
会
鹿
児
島
支
部

予
選
ボ
ー
イ
ズ
ク
ラ
ス
３
位
）

⑦
鮫
島　

優
磨

　
（
第
69
回
鹿
児
島
県
高
等
学
校
新
人

　

体
育
大
会
陸
上
競
技
男
子
ハ
ン
マ
ー

　

投
１
位
）

⑧
山
田　

祐
太
朗

（
２
０
２
５
年
度
全
日
本
サ
ー
フ
ィ

ン
連
盟
選
手
権
大
会
鹿
児
島
支
部

予
選
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
１
位
・
全
日

本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
第
23
回
鹿
児

島
カ
ッ
プ
２
０
２
５
シ
ニ
ア
ス
ペ

シ
ャ
ル
ク
ラ
ス
１
位
）

⑨
佐
藤　

勝

（
２
０
２
５
年
度
全
日
本
サ
ー
フ
ィ

ン
連
盟
選
手
権
大
会
鹿
児
島
支
部

予
選
グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス

２
位
）

⑩
Ｔ
Ｔ
Ｃ
南
種
子

（
第
36
回
鹿
児
島
県
中
学
校
新
人
駅
伝

競
走
大
会
女
子
の
部
３
位
）

⑪
南
種
子
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

　
（
第
77
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
２
位)

教
育
部
門
（
敬
称
略
）

教
育
部
門
（
敬
称
略
）

①
小
山　

岳
富

（
令
和
７
年
度
鹿
児
島
県
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
表
彰
受
賞
）

②
戸
川　

陽
詩

（
第
70
回
九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞

受
賞
・
第
73
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
金
賞
受
賞
）

③
下
中
地
区
公
民
館
青
少
年
育
成
部

（
令
和
７
年
度
公
益
社
団
法
人
全
国
子
ど

も
会
連
合
会
団
体
表
彰
受
賞
）

【 スポーツ部門】

④④

⑥⑥⑦⑦

③③②②①①

⑩⑩ ⑪⑪

⑤⑤

①①

【 教育部門】

②②③③

05　広報みなみたね　2025 年 12 月号



ヤートセー（西海地区）ヤートセー（西海地区）ひょうたん踊り（下中地区）ひょうたん踊り（下中地区）

エイサー（長谷エイサー同好会）エイサー（長谷エイサー同好会）

かじょうがね（島間地区【仲之町集落】）かじょうがね（島間地区【仲之町集落】）

弁慶踊り（茎永地区【上之町】）弁慶踊り（茎永地区【上之町】）

ヤートセー、十七・八（西之地区ヤートセー、十七・八（西之地区【田代集落】【田代集落】））大踊り（上中地区）大踊り（上中地区）

ちくてん（平山地区【広田集落】）ちくてん（平山地区【広田集落】）

肝付町特産品無料配布肝付町特産品無料配布
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～たくさんの景品をご提供いただき

ありがとうございました～

お楽しみ抽選会お楽しみ抽選会
景品提供者景品提供者

肝付町より「辺塚だいだいカンパチ」を提供いただきました肝付町より「辺塚だいだいカンパチ」を提供いただきました
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10
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
00
分

15
秒
（
日
本
標
準
時
）
に
、「
Ｈ
Ｔ
Ｖ

‐
Ｘ
１
」（
新
型
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

補
給
機
１
号
機
）
を
搭
載
し
た
Ｈ
３

ロ
ケ
ッ
ト
７
号
機
が
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
は
計
画
ど
お
り
飛
行
し
、

打
ち
上
げ
か
ら
約
14
分
４
秒
後
に
「
Ｈ

Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ
１
」
は
ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
正

常
に
分
離
さ
れ
、
打
ち
上
げ
は
成
功

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
打
ち
上
げ
は
、
当
初
10
月

21
日
（
火
）
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
天
候
悪
化
が
予
想
さ
れ
た
た

め
、
５
日
間
の
打
ち
上
げ
延
期
と
な

り
ま
し
た
。

　

町
指
定
の
見
学
場
所
に
は
、
早
朝

か
ら
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
、
島
内

外
か
ら
１
５
２
４
人
の
方
が
集
ま
り
、

ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
を
見
守
り
ま

し
た
。
轟
音
と
と
も
に
機
体
が
大
空

へ
向
け
打
ち
上
が
る
と
、
大
き
な
拍

手
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
打
ち
上
げ
は
メ
イ
ン

エ
ン
ジ
ン
２
基
と
固
体
ロ
ケ
ッ
ト

ブ
ー
ス
タ
ー
２
本
を
使
っ
て
の
打
ち

上
げ
で
し
た
が
、
今
回
は
「
24
形
態
」

と
呼
ば
れ
る
、
メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
２

基
と
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
４

本
で
の
初
打
ち
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
ケ
ッ
ト
先
端
の
フ
ェ
ア
リ

ン
グ
は
、
初
の
ワ
イ
ド
タ
イ
プ
が
用

い
ら
れ
、
機
体
の
長
さ
も
全
長
63
ｍ

と
長
く
な
り
、
７
号
機
は
日
本
最
大

の
ロ
ケ
ッ
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
は
試
験
機
２
号
機

以
降
、
５
機
連
続
で
打
ち
上
げ
に
成

功
し
て
お
り
、
12
月
7
日
（
日
）
に

は
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
８
号
機
に
よ
る
準

天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
「
み
ち
び
き
５

号
機
」
の
打
ち
上
げ
も
控
え
、
今
後

ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
打
ち
上
げ
成
功
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

Ｈ３ロケット 7号機打ち上げ成功！Ｈ３ロケット 7号機打ち上げ成功！祝

長谷展望公園から撮影長谷展望公園から撮影

YouTubeYouTube
南種子町役場南種子町役場

広報みなみたね　2025 年 12 月号　08
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11
月
10
日
（
月
）、
町
長
と
地
区
公

民
館
長
と
語
る
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
会
は
町
政
座
談
会
に
代
わ
る

意
見
交
換
の
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、

町
公
民
館
連
絡
協
議
会
の
代
表
を
は

じ
め
、
各
地
区
公
民
館
長
が
出
席
し

ま
し
た
。
は
じ
め
に
町
公
民
館
連
絡

協
議
会
か
ら
、
町
内
公
民
館
の
活
動

状
況
や
今
後
の
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
要
望
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
各
地
区
公
民
館
長
か
ら
、
公
民

館
施
設
に
対
す
る
要
望
や
公
立
種
子

島
病
院
と
徳
洲
会
病
院
の
協
定
に
関

す
る
質
疑
、
家
族
留
学
の
定
住
対
策

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

の
意
見
に
対
し
て
回
答
が
あ
り
、
町

と
し
て
の
取
り
組
み
や
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
も
詳
し
く
説
明
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
の
後
半
で
は
、
参
加
者
と
の
自

由
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
の
共
有
と
、
今
後
の
連

携
強
化
へ
の
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
今
後
も
、
こ
う
し
た
対
話

の
機
会
を
通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ん
と

連
携
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

共
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

こ
の
度
、
本
町
が
宇
宙
ケ
丘
公
園
内

の
一
部
を
貸
付
け
て
民
間
事
業
者
が

施
設
整
備
を
行
な
っ
て
お
り
ま
し
た
、

「
Ｕ
ｎ
ｉ
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
種
子
島
」
が
完
成

い
た
し
ま
し
た
。
会
議
や
研
修
な
ど
に

利
用
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

も
充
実
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ

ま
も
、
施
設
を
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
施
設
名

　

Ｕ
ｎ
ｉ
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
種
子
島

◆
施
設
管
理
（
設
置
）
者

　

株
式
会
社
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｘ 

代
表
取
締

役 

齊
藤
麻
衣
（ 

静
岡
県
富
士
市
島
田

町
１
丁
目
５
０
番
地
）

◆
開
業
日

　

令
和
７
年
12
月
１
日

◆
利
用
可
能
時
間

　

平
日
時
９
時
～
22
時
（
土
日
祝
は
完

全
事
前
予
約
制
）
※
小
学
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴

◆
利
用
料
金

　

ス
ポ
ッ
ト
利
用
：
１
日
１
３
０
０
円

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
：
１
時
間

２
５
０
円

　

月
額
利
用
：
６
６
０
０
円
～
（
12
月

は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
５
５
０
０

円
～
）

◆
附
属
設
備

　

フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
、
各
種
充
電
ケ
ー

ブ
ル
・
延
長
コ
ー
ド
貸
出
、
モ
ニ
タ
ー

◆
利
用
方
法

　

会
員
登
録
後
、
施
設
入
室
用
の
鍵

を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
付
与

◆
利
用
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
申
込
み
◆

利
用
受
付
先
（
連
絡
先
）

　

株
式
会
社
ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｘ
（
０
５
０
‐

３
１
３
８
‐
５
２
９
５
）

　
10
月
30
日
（
木
）、
南
種
子
中
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、
町
音
楽
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
小
・
中
学
校
の

子
ど
も
た
ち
が
、
合
奏
や
合
唱
な
ど
、

こ
の
日
の
た
め
に
精
一
杯
練
習
し
て

き
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
会
場
内

は
素
敵
な
音
楽
で
溢
れ
、
発
表
が
終
わ

る
た
び
に
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

発
表
会
の
最
後
は
、
全
体
で
「B 

eliebe

」
を
合
唱
し
終
了
し
ま
し
た
。

町
長
と
地
区
公
民
館
長
と
語
る
会
を
開
催

町
音
楽
発
表
会
開
催

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
拠

点
施
設
に
つ
い
て

〈南種子中学校２年生による合唱〉
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Town Topics
戦
没
者
追
悼
式
・
戦
没
者
追
悼
奉
納
相
撲
大
会

　

11
月
9
日
（
日
）、
令
和
７
年
度
南

種
子
町
戦
没
者
追
悼
式
お
よ
び
戦
没

者
追
悼
奉
納
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
追

悼
式
に
は
、
ご
遺
族
や
関
係
者
が
参
列

し
、
戦
没
者
に
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ

た
後
、
小
園
裕
康
町
長
の
式
辞
に
続
い

て
、
塩
釜
俊
朗
町
議
会
議
長
お
よ
び
町

遺
族
会
の
德
永
久
雄
会
長
が
追
悼
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

式
に
参
列
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
献
花

が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
戦
没
者
追
悼
式
の
後
、
町
営
相
撲
場

に
お
い
て
戦
没
者
追
悼
奉
納
相
撲
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
小
学
３
年
生
か
ら
一
般

ま
で
が
参
加
し
、
多
く
の
観
客
の
皆
さ

ま
の
声
援
を
受
け
力
強
い
取
り
組
み

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
23
日
（
日
）
に
は
、
第

59
回
種
子
島
相
撲
大
会
が
本
町
で
開

催
さ
れ
、
奉
納
相
撲
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
選
手
が
町
代
表
と
し
て

出
場
し
、
健
闘
し
ま
し
た
。

奉
納
相
撲
大
会
取
組
結
果

　　　　            　　 　
（
敬
称
略
）

●
団
体
戦
優
勝

東
方
（
平
山
・
茎
永
・
下
中
・
上
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
30
勝
20
敗

●
個
人
戦
優
勝

・
小
学
３
年　
川
﨑　
統
智
（
島
間
）

・
小
学
４
年　
宮
本　
武　

 （
平
山
）

・
小
学
５
年　
柳
田　
大
陽
（
中
平
）

・
小
学
６
年　
宮
本　
康
士
郎
（
平
山
）

・
中
学
１
年　
柳
田　
琉
陽
（
上
中
）

・
中
学
２
年　
日
髙　
廉
太
郎
（
上
中
）

・
中
学
３
年　
長
田　
海
月
（
平
山
）

・
一　
　
般　
日
髙　
大
輝
（
平
山
）

※
（　
） 

内
は
、
小
学
生
は
学
校
名
、

　
中
学
生
以
上
は
地
区
名

●
各
種
表
彰

・
功
労
賞    

河
野　
文
夫
（
上
中
）

　
　
　
　

   

浮
田　
浩
一
（
島
間
）

　
　
　
　

   

砂
坂　
新
治
（
上
中
）

               

長
田　
昭
二
郎
（
平
山
）

・
10
回
出
場
表
彰  

浮
田　
智
徳
（
島
間
）

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞  

川
﨑　
俊
一
郎
・
祐
杜
・

　
　
　
　
　
　
　

 

統
智
（
島
間
）

〈10 回出場表彰〉〈10 回出場表彰〉 〈ファミリー賞〉〈ファミリー賞〉 〈功労賞〉〈功労賞〉
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◆
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
一
般
事
務
：
７
名
程
度

　
保
健
師
：
若
干
名

　
◆
受
験
資
格

●
一
般
事
務

　

平
成
20
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
。

●
保
健
師

　

保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た

は
令
和
７
年
度
の
試
験
に
お
い
て
資

格
を
取
得
見
込
み
の
者
。

※
資
格
を
必
要
と
す
る
試
験
に
つ
い

て
は
、
資
格
取
得
が
で
き
な
い
場
合
、

採
用
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
各
職
種
共
通

  

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
。

  

・
採
用
後
の
住
所
要
件

    

南
種
子
町
内
に
居
住
す
る
こ
と
。

　
　

た
だ
し
、
今
回
に
限
っ
て
は
、　

　
　

現
在
の
南
種
子
町
内
の
住
宅
事

　
　

情
を
鑑
み
、
や
む
を
得
ず
例
外

　
　

と
し
て
、
通
勤
可
能
な
範
囲
で

　
　

の
町
外
へ
の
居
住
を
認
め
る
こ

　
　

と
と
す
る
。
ま
た
、
採
用
後
に

　
　

お
い
て
住
宅
事
情
に
改
善
が
図

　
　

ら
れ
た
時
は
、
町
内
居
住
す
る

　
　
よ
う
努
め
る
こ
と
。

●
欠
格
事
項

　
①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

　
②
拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

　
　
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
の
者
、

　
　

又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

　
　
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

　

③
南
種
子
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免

　
　

職
の
処
分
を
受
け
、
そ
の
処
分

　
　

の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
て
い

　
　
な
い
者

　

④
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成

　
　

立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す

　
　

る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の

　
　

他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ

　
　
れ
に
加
入
し
た
者

◆
試
験
の
方
法

  

・
教
養
試
験
・
総
合
検
査
・
面
接
試
験

 

◆
試
験
日
時

　
令
和
８
年
１
月
25
日
（
日
）

　
午
前
８
時
20
分　
受
付
開
始

◆
試
験
会
場

　
南
種
子
町
役
場
（
研
修
セ
ン
タ
ー
）

◆
提
出
書
類

　

①
受
験
申
込
書

　

②
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

　

③
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書
ま
た

　
　

は
卒
業
見
込
証
明
書

④
免
許
証
な
ど
の
写
し
（
資
格
を
必

　

 

要
と
す
る
職
種
の
み
）

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
受
験
票
に
つ
い
て

　
申
込
書
を
受
理
し
た
際
は
、
申
込

者
に
対
し
受
験
票
を
交
付
し
ま
す
。

受
験
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
受
験
票

が
届
か
な
い
場
合
は
、
必
ず
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
験
票
等
の
送

付
先
に
つ
い
て
は
、
申
込
書
の
現
住

所
に
郵
送
し
ま
す
の
で
申
込
書
記
載

の
際
は
ご
留
意
願
い
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　

12
月
２
日
（
火
）
か
ら
令
和
８
年

　

１
月
６
日
（
火
）
ま
で
（
必
着
）

　

①
直
接
提
出
す
る
場
合

　
　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分
ま

　
　
で
※
土
日
祝
日
を
除
く
。

　

②
郵
送
で
提
出
す
る
場
合

　
　

令
和
８
年
１
月
６
日
（
火
）
ま

　
　

で
に
届
い
た
も
の
に
限
る
。　

　

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
申
込
す
る
場
合

　
　

令
和
８
年
１
月
６
日
（
火
）
午

　
　

後
５
時
15
分
ま
で
に
受
け
付
け

　
　

た
も
の
に
限
る
。

◆
受
付
場
所

　

総
務
課
行
政
係
（
郵
送
可
）

◆
採
用
時
期

　
こ
の
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
令

和
８
年
４
月
１
日
を
採
用
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

行
政
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
０
４
）

町
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

〈町 HP〉

南種子町役場で
はたらいてみませんか！？
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本
町
で
は
、
重
度
の
障
が
い
が
あ

る
方
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、「
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
金
」
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
健
康
保
険
証
を
使

用
し
て
医
療
機
関
な
ど
で
診
療
を
受

け
た
り
、
薬
を
も
ら
っ
た
と
き
の
自

己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

　

次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
で
、
ま
だ
登
録
を
行
っ
て
い

な
い
方
、
制
度
を
ご
存
じ
な
い
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１・
２
級
を
所

　
持
し
て
い
る
方

②
療
育
手
帳
で
Ａ
に
該
当
し
て
い
る
方

③
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
に
該
当
し
、

　

か
つ
、
知
能
指
数
が
50
以
下
と
判

　
定
さ
れ
た
方

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

　
を
所
持
し
て
い
る
方

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
８
４
）

　
町
内
に
、
身
体
障
害
者
相
談
員
・
知

的
障
害
者
相
談
員
が
い
る
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
？

　
本
町
で
は
、
２
人
の
身
体
障
害
者
相

談
員
（
堂
原
利
則
さ
ん
：
西
之
、
柳

田
和
則
さ
ん
：
上
中
）
と
１
人
の
知

的
障
害
者
相
談
員
（
小
山
重
和
さ
ん
：

島
間
）
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
だ
け
で
な
く
、
障

が
い
の
あ
る
方
を
援
護
す
る
方
、
身

内
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
乗

り
ま
す
。

　
ま
た
、
療
育
や
発
達
障
害
に
関
す
る

相
談
は
、
社
会
福
祉
法
人
暁
星
会
「
種

子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

「
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
き
」
で

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉘
３
６
３
３

・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
き

☎
㉗
０
９
０
０

町
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
・
知
的
障

害
者
相
談
員
に
つ
い
て

国
保
税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間

　

本
町
で
は
、
国
保
税
の
納
期
内
納

税
を
し
て
い
る
世
帯
と
の
公
平
性
を

確
保
す
る
た
め
、
日
頃
か
ら
収
納
対

策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、

県
で
は
８
月
と
12
月
を
「
県
下
一
斉
国

保
税
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と
定
め
て

重
点
的
な
収
納
対
策
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
、
町
で
も
こ
の
強
化
月
間

に
合
わ
せ
て
収
納
対
策
の
強
化
を
図

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
国
保
税
は
、
み
ん
な
で
支
え
る
国
保

制
度
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
納
期
内

納
税
へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
滞
納
す
る
と
・
・
・

　

町
は
、
国
保
税
が
納
期
内
に
完
納

と
な
ら
な
い
場
合
は
、
督
促
状
を
発
送

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
督
促
状
を

発
送
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を

経
過
し
て
も
完
納
し
な
い
場
合
は
国

税
徴
収
法
及
び
地
方
税
法
に
基
づ
き
、

滞
納
処
分
と
し
て
預
貯
金
や
給
与
、
生

命
保
険
、
不
動
産
な
ど
の
財
産
を
差
し

押
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
早
め
の
相
談
を
！

　

災
害
や
病
気
な
ど
の
や
む
を
得
な

い
事
情
で
期
限
ま
で
に
納
税
で
き
な

い
場
合
は
、
お
早
め
に
税
務
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

  

国
保
税
な
ど
の
税
金
に
は
、
い
く
つ
か
納

付
方
法
が
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
決
済
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
も
お
手
軽
に
手
続

き
で
き
ま
す
が
、
口
座
振
替
は
納
め
忘
れ

が
な
い
た
め
、
お
す
す
め
で
す
！

◆
納
付
書
支
払
い

　

役
場
か
ら
発
行
さ
れ
た
納
付
書
で
の
支

払
い
方
法
で
す
。
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
含
む
）
窓
口
や
役
場
会
計
課
窓
口

で
支
払
い
が
可
能
で
す
。

◆
口
座
振
替

　

指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振

替
が
で
き
ま
す
。
各
金
融
機
関
窓
口
で
お

手
続
き
く
だ
さ
い
。

◆
コ
ン
ビ
ニ
支
払
い

　

お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
で
24
時
間
い
つ
で

も
納
付
が
可
能
で
す
。
お
買
い
物
の
つ
い

で
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

　

納
付
書
に
記
載
し
て
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み
込
み
、

お
手
続
き
す
る
こ
と
で
納
付
が
可
能
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課　
収
納
管
理
・
保
険
税
係

　
☎
㉖
１
１
１
１（
内
線
１
５
５・１
５
６
）
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「
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
は
、
知
的
・

発
達
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
ご
家
族

な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体
で
す
。

　

お
互
い
励
ま
し
合
い
、
手
を
取
り

合
っ
て
、
自
分
の
思
い
を
う
ま
く
伝

え
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を

考
え
て
い
こ
う
と
、
昭
和
59
年
に
発

足
し
ま
し
た
。

　
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
、
熊
毛
地
区

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
広
報
活
動
な
ど
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

誰
も
が
安
心
し
て
「
そ
の
人
ら
し
く
」

暮
ら
せ
る
社
会
に
つ
い
て
共
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
入
会
希
望
の
方
や

興
味
が
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。　

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
南
種
子
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　
会
長　
小
山 

重
和

・
役
場
福
祉
事
務
所　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
８
４
）

町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
今
年
度
に
76
歳
、
78
歳
、

80
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、

令
和
８
年
１
月
31
日
ま
で
口
腔
健
診

（
お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
健
診
）
を
実
施

し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
６
月
初
め
に
受
診
券

（
オ
レ
ン
ジ
封
筒
）
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
県
内
の
歯
科
医
療
機
関

へ
問
い
合
わ
せ
予
約
の
上
、
受
診
く

だ
さ
い
。

◆
健
診
期
間

　
令
和
８
年
１
月
31
日
（
土
）
ま
で

◆
健
診
料

　
無
料

◆
対
象
者

・
今
年
度
76
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
る
方

  

（
昭
和
24
年
４
月
１
日
～
昭
和
25
年

　
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者)

・
今
年
度
78
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
る
方

  

（
昭
和
22
年
４
月
１
日
～
昭
和
23
年

　
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
）

・
今
年
度
80
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
る
方

  

（
昭
和
20
年
４
月
１
日
～
昭
和
21
年

　
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合
業
務
課　
保
健
事
業
班

　

☎
０
９
９
（
２
０
６
）
１
３
２
９

　

役
場
く
ら
し
保
健
課　
保
険
給
付
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

　

島
外
の
医
療
機
関
な
ど
へ
通
院
な

ど
せ
ざ
る
を
得
な
い
子
ど
も
に
係
る

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

通
院
な
ど
に
要
す
る
交
通
費
・
宿
泊

費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

◆
補
助
基
準

　
本
町
に
住
所
を
有
す
る
子
ど
も
（
島

外
で
医
療
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
者
）
と
そ
の
付
添
人
１

人
（
親
な
ど
）
※
子
ど
も
と
は
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
者

◆
対
象
経
費　

・
島
外
の
医
療
機
関
な
ど
へ
の
通
院
・

　

入
院
に
係
る
交
通
費
お
よ
び
宿
泊
費

・
種
子
島
⇔
鹿
児
島
間
の
交
通
費
（
高

　

速
船
・
フ
ェ
リ
ー
・
航
空
機
代
）

◆
補
助
率

・
鹿
児
島
県
本
土
ま
で
の
船
賃
・
航
空

　

機
運
賃
の
２
／
３
（
年
６
回
（
往
復
）

　

ま
で
）

・
宿
泊
費
の
２
／
３
（
上
限
５
千
円
）

　
（
１
回
の
通
院
な
ど
に
つ
き
２
泊
ま

　
で
）

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

・
補
助
金
申
請
書

・
医
師
か
ら
の
証
明
書
（
実
費
負
担
に

　

て
取
得
し
て
く
だ
さ
い
）

・
医
療
機
関
の
領
収
書
お
よ
び
移
動
・

　

宿
泊
費
の
領
収
書

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
８
３
）

南
種
子
町
子
ど
も
通
院

費
等
補
助
に
つ
い
て

お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
健

診
に
つ
い
て



広報みなみたね　2025 年 12 月号　14

Town Topics

YouTube
種子島みなみたね
チャンネル

Instagram

Facebook

協力隊情報発信協力隊情報発信
QR コードQR コード

　

町
内
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
社
会
参
加
活

動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

南
種
子
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

は
、
身
体
障
害
者
の
相
互
親
睦
お
よ

び
福
祉
の
増
進
を
図
り
、
自
立
更
生

と
会
員
の
教
養
を
高
め
、
町
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加
や
町
お
よ

び
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
県
身

体
障
害
者
作
品
展
へ
の
出
展
な
ど
を

中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

入
会
希
望
の
方
や
興
味
が
あ
る
方

は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
南
種
子
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

・
役
場
福
祉
事
務
所　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
８
４
）

南
種
子
町
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
か
ら
の
お
知

ら
せ

  
 

町
で
は
、
令
和
８
年
度
入
園
予
定
の

園
児
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

◆
対
象
施
設

・
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

・
中
央
認
定
こ
ど
も
園

・
認
定
こ
ど
も
園
ち
び
っ
こ
く
ら
ぶ

◆
申
込
書
配
布
期
間

　
12
月
15
日
（
月
）
か
ら

※
在
園
児
は
各
施
設
で
配
布
し
ま
す

　

が
、
新
規
で
申
し
込
み
を
さ
れ
る

　
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
書
受
付
期
間

　
令
和
８
年
１
月
9
日
（
金
）
か
ら

　
令
和
８
年
１
月
30
日
（
金
）
ま
で

※
申
込
書
提
出
場
所
な
ど
の
詳
し
い

　
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
込
書
配

　
布
時
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所　
福
祉
年
金
係

☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
８
２
）

令
和
８
年
度
園
児
募
集

　
南
種
子
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
橋
本
朱
里

（
は
し
も
と 

あ
か
り
）
で
す
。「
南

種
子
町
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、

日
々
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。
ネ

タ
切
れ
の
心
配
が
無
い
ほ
ど
、
こ
の

町
に
は
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
り
ま

す
ね
！
南
種
子
町
民
に
な
っ
て
半
年

の
中
で
驚
い
た
も
の
は
、
巨
大
蜘
蛛
・

巨
大
な
芋
の
網
（
収
穫
用
ネ
ッ
ト
）・

種
子
島
弁
で
す
（
笑
）
感
動
ベ
ス
ト

３
は
…
ロ
ケ
ッ
ト
・
花
火
・
宇
宙
芸

術
祭
で
す
！
こ
の
町
の
自
然
や
空
気

感
も
お
気
に
入
り
で
す
。

　

中
で
も
私
は
、
町
を
創
っ
て
い
る

「
人
」
に
着
目
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん

な
人
の
想
い
や
活
動
を
発
信
し
、
応

援
す
る
人
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
直
接
ご
挨
拶
で
き

て
い
な
い
方
も
多
い
で
す
が
、
町
の

色
々
な
所
に
出
没
し
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

発
信
は
お
も
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
！

～地域おこし協力隊活動報告～

町おこし
㊲

南
種
子
町
地
域

お
こ
し
協
力
隊

　

橋
本　

朱
里

ふるさと祭りお魚重量当てクイズ！ふるさと祭りお魚重量当てクイズ！
ジャンボフィッシュと一緒にジャンボフィッシュと一緒に



◆
冬
場
の
入
浴
に
は

◆
冬
場
の
入
浴
に
は

　
　

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
◆

　
　

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
◆

　
体
を
温
め
、
一
日
の
疲
れ
を
癒
し

て
く
れ
る
お
風
呂
で
す
が
、
冬
場
の

寒
い
季
節
は
、
入
浴
中
の
事
故
が
多

く
な
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
は
注
意

が
必
要
で
す
。
入
浴
中
に
溺
れ
て
亡

く
な
る
方
は
、
交
通
事
故
で
亡
く
な

る
方
よ
り
約
２
倍
多
い
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
持
病
や
前
兆
が
な
い
場
合
で
も
起

こ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、「
自

分
に
も
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
予
防
意
識
を
持
ち
、
次
の
こ
と

に
気
を
付
け
て
入
浴
し
ま
し
ょ
う
。

①
脱
衣
所
や
浴
室
は
温
め
て
お
く
。

(
シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
や
湯
舟
の
蓋
を

開
け
て
、
蒸
気
で
温
め
る)

②
お
湯
の
温
度
は
41
度
以
下
に
し
、

熱
め
の
お
湯
に
は
入
ら
な
い
。

③
お
湯
に
つ
か
る
時
間
は
10
分
以
内

に
す
る
。

④
手
す
り
や
浴
槽
の
縁
な
ど
を
持

ち
、
浴
槽
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
立
ち
上

が
る
。

⑤
食
事
や
お
酒
、
医
薬
品
服
用
後
の

入
浴
は
避
け
る
。

⑥
入
浴
前
後
に
は
、
水
分
補
給
を
行

う
。

⑦
入
浴
す
る
前
に
家
族
に
声
を
掛

け
、
異
常
に
早
く
気
付
い
て
も
ら
う

よ
う
に
す
る
。

　

入
浴
の
効
果
に
は
、
疲
労
回
復
、

快
眠
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
神
経
痛
改
善
、

腰
痛
・
肩
こ
り
緩
和
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
、
お
風

呂
時
間
を
安
全
に
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

　
障
が
い
の
あ
る
方
が
、
地
域
の
中
で

安
心
し
て
働
き
、
暮
ら
し
続
け
る
よ
う

に
支
援
を
行
う
の
が
「
障
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
就
労
に

関
す
る
相
談
だ
け
で
な
く
、
生
活
面
の

困
り
ご
と
に
も
寄
り
添
い
な
が
ら
、
本

人
の
希
望
に
沿
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
た
と
え
ば
「
仕
事
を
し
た
い
け
ど
自

信
が
な
い
」「
職
場
で
の
人
間
関
係
に
悩

ん
で
い
る
」「
体
調
や
生
活
リ
ズ
ム
が
安

定
し
な
い
」
な
ど
の
相
談
に
支
援
員
が

一
緒
に
考
え
、
必
要
に
応
じ
て
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
事
業
所
、
医
療
機
関
な
ど
各

関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
し
ま
す
。

　
就
職
を
目
指
す
段
階
か
ら
、
働
き
始

め
た
後
の
定
着
支
援
ま
で
、
継
続
的
に

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
の
が
特
徴
で
す
。
職

場
実
習
の
調
整
や
面
談
の
同
行
、
就
職

後
の
職
場
訪
問
・
相
談
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
障
害
手
帳
を
お

持
ち
の
方
、
手
帳
は
な
い
が
障
害
と
認

め
ら
れ
る
方
、
難
病
の
方
な
ど
・
・（
手

帳
が
な
く
て
も
診
断
書
、
主
治
医
の
意

見
書
な
ど
あ
れ
ば
〇
）
ま
た
、
障
害
者

雇
用
に
取
り
組
む
企
業
へ
の
支
援
も
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
障
害
特
性
を
深
め

る
説
明
や
、
職
場
環
境
の
整
え
方
、
業

務
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
助
言
し
、
企

業
と
本
人
の
双
方
が
い
い
関
係
を
築
け

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
の
中
で
自
分

ら
し
く
働
き
、
活
躍
で
き
る
社
会
を
作

る
た
め
に
セ
ン
タ
ー
は
「
橋
渡
し
役
」

と
し
て
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
働
く
こ
と
や
雇
用
に
関
す
る
ご
相
談

は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

文
責
：
く
ま
げ
障
害
者
就
業
・
生
活
支

　
　
　
援
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
兼

　
　
　
就
業
支
援
員
）

　
　
　
　
　
鎌
田　
直
子

　
　
　
　
　
☎
㉘
３
４
４
５

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
㉘
３
４
４
７　

く
ま
げ
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
じ

で
す
か
？

　
自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

【
問
い
合
わ
せ
】

種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　 

　
　
☎
㉘
３
６
３
３
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　10 月 27 日（月）～ 29 日（水）の３日間、「高齢者お楽しみ会」
が河内温泉センターで開催されました。「高齢者お楽しみ会」は、
今回で第 35 回を迎える恒例のイベントで、「ともしびグループ」の
主催で今年も開催されました。種子島警察署職員による講話や食生
活改善推進員のみなさんによる健康講話、ダンスサークル「ひまわ
り」のみなさんによる舞踊などさまざまな出し物とあわせて、小園
裕康町長や来賓の皆さんのカラオケも披露され、最後はみんなで

「しあわせのワルツ」を合唱し、お開きとなりました。町内の 80 歳
以上の高齢者約１４０人が参加され、久しぶりに会う皆さんとの会
話や出し物など、大変楽しい時間を過ごされていました。

高齢者お楽しみ会を開催高齢者お楽しみ会を開催

種子島宇宙芸術祭開催種子島宇宙芸術祭開催
　11 月 8 日（土）から 11 月 24 日（月祝）（※期間中
の土日祝日のみ）の 7 日間、種子島宇宙芸術祭が開催さ
れました。宇宙ヶ丘公園で行われたオープニングイベン
トには多くの方が来場され、来場者も参加できるバブル
パフォーマンスでは、楽しそうにシャボン玉を追いかけ
る子どもたちの姿が見られました。
　種子島宇宙センターと宇宙ヶ丘公園でのアート展示、
千座の岩屋の星の洞窟スーパープラネタリウムと、訪れ
た人たちはアート作品が織りなす幻想的な空間を楽しん
でいました。　

　10 月 27 日（月）、本町トンミー大使で島間出身
の関初美さんからテッポウユリの球根を寄贈して
いただきました。関さんは、町の皆さんにきれい
な花を楽しんでほしいと、毎年たくさんの球根を
寄贈されております。いただいた球根は、門倉岬
へ植えられる予定です。５月上旬には見頃を迎え
ますので、皆さんもぜひ足を運んいただき、鉄砲
伝来の地に咲く美しいテッポウユリをご覧くださ
い。関さん、球根の寄贈ありがとうございました。

テッポウユリの球根を寄贈テッポウユリの球根を寄贈



Photo News
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　８月３日（日）、鹿児島県青少年会館で「第 47 回
少年の主張鹿児島県大会」が開催され、県内から
2759 点の応募があり、１次審査を経て選ばれた 10
人が発表しました。
　その 10 人に選ばれた、南種子中学校３年の日髙
奏楓さん（上中）は「未来ある町に」という演題で、
今後の南種子町をよりよくするために自分たちにで
きることを力強く訴え、優良賞を受賞しました。
　栄えある受賞、誠におめでとうございます。

第 47 回 少年の主張鹿児島県大会優良賞受賞第 47 回 少年の主張鹿児島県大会優良賞受賞
　11 月 10 日（月）種子島税務署において、種子
島税務署長納税表彰の表彰式が行われ、山中強さん

（上中）が受賞されました。
　山中さんは種子屋久納税貯蓄組合連合会の会長と
して組織の活性化及び活動充実に尽力し、様々な活
動を通じた申告納税制度の普及発展及び納税道義の
高揚に多大な貢献をされるとともに、納税思想の向
上に顕著な功績を残したことが評価されました。
　この度の受賞、誠におめでとうございます。 

種子島税務署長納税表彰受賞種子島税務署長納税表彰受賞

　11 月 10 日（月）種子屋久法人会が、令和
８年度の税制改正に関する提言書を提出するた
めに来庁されました。
　この日は、小山倫明副会長と中村眞太郎理事
が来庁され、提言書を小園裕康町長へ手渡しま
した。
　そして提言書についての説明のあと、本町が
取り組む地域活性化対策や貢献活動などの取り
組みについて、意見交換がなされました。

税制改正に関する提言書税制改正に関する提言書
　10 月 16 日（木）町武道館にて、『ＫＯＢＡ式体
幹バランストレーニング講座』が開催され、子ども
から大人まで３５人の方が参加しました。
　講師の木場克己さんは、鹿児島県出身のプロト
レーナーで、数多くのトップアスリートのトレーニ
ング指導を担当されてきました。体幹とバランスを
重視したトレーニングは、全国のスポーツ現場や教
育現場で高く評価されています。
　そんな木場さんから直接、体幹トレーニングの基
本と魅力を学ぶ貴重な機会となりました。

ＫＯＢＡ式体幹バランストレーニング講座開催ＫＯＢＡ式体幹バランストレーニング講座開催

写真中央：山中　強さん写真中央：山中　強さん



地
域
み
ん
な
で
楽
し
む
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ

レ
ー
ド　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
上
中
本
通
り

　

10
月
31
日(

金
）、
上
中
本
通
り

に
て
「
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
レ
ー
ド
２
０
２
５
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
子

ど
も
た
ち
が
仮
装
を
楽
し
み
な
が
ら

交
流
し
、
多
く
の
笑
顔
に
包
ま
れ
た

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
株
式

会
社
コ
ス
モ
テ
ッ
ク
様
の
ご
協
賛
の

も
と
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
実
施
し
、
応
募
作
品

の
中
か
ら
３
点
を
表
彰
し
ま
し
た
。 

11
月
9
日
の
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
ス

テ
ー
ジ
に
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
受

賞
作
品
お
よ
び
全
応
募
作
品
は
12
月

上
旬
ま
で
上
中
郵
便
局
に
て
展
示
し

て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
公
式
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
に
て
、
子
ど
も
た
ち
が
取

材
し
た
感
謝
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

●
最
優
秀
賞
〈
コ
ス
モ
テ
ッ
ク
ス
マ

イ
ル
賞
〉
撮
影
者
：
寺
田　
葵
さ
ん

　

　

●
芸
術
祭
賞
〈
ア
ー
ト
フ
ォ
ト
賞
〉

撮
影
者
：
寺
田　
葵
さ
ん

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
２
０
２
５
大
賞
〈
ま

ち
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
賞
〉
撮
影
者
：
谷

ゆ
う
子
さ
ん

【
協
賛
・
協
力
（
敬
称
略
）】 

美
の
吉
・（
有
）
船
川
石
油
店
・（
有
）

髙
松
屋
建
材
店
・ 

共
栄
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
・ 

和
風
レ
ス
ト
ラ
ン
田
園
・
√
５

（ 

ル
ー
ト
フ
ァ
イ
ブ
）・ 

南
種
子
交
番

・（
有
）
ア
ス
テ
ラ
ス 

ク
ス
リ
の
河

北
・ 

美
車
Ｌ
ａ
ｂ
．・
Ｂ
ａ
ｒ 

ｉ
ｓ

о
ｌ
ａ
・ 

南
種
子
郵
便
局
・ 

焼
肉
居

酒
屋 

波 

南
種
子
店 

・
上
妻
酒
造
・ 

サ

ン
Ｑ
・ 

て
ら
だ
書
店 

南
種
子
店
・
Ｍ

ｕ
ｃ
ｃ
о 

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ 

Ｓ
ｃ
ｈ

о
о
ｌ
・ 

南
種
子
町
立
中
平
小
学
校
・ 

串
か
つ
嶺
家
・ 

今
村
司
法
書
士
事
務

所
・ 

国
立
研
究
開
発
法
人 

宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）・（
株
）

南
九
州
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
南
種
子

店
・
Ｓ
ｅ
ｅ
ｄ 

ｓ
ｕ
ｒ
ｆ
・ 

株
式
会

社 

コ
ス
モ
テ
ッ
ク
・ 

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
ゆ
り
・ 

社
会
福
祉
法
人 

南
種
子
町

社
会
福
祉
協
議
会
・
ま
つ
や
ま
ス
ト

ア
・
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
ｓ
ａ
ｔ
ｃ

ｒ
ｅ
ｗ
有
志
・
２
０
２
５
年
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
パ
レ
ー
ド
お
手
伝
い
隊
の
皆
様

　

ご
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
・
団
体

の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

種子島宙芸術祭公式種子島宙芸術祭公式
インスタグラムインスタグラム

参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影
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地
域
が
育
む
「
か
ご
し
ま

の
教
育
」
県
民
週
間
に
、
町

内
小
・
中
学
校
で
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
か
ご
し
ま
の
教
育
」

県
民
週
間

《
南
種
子
中
学
校
》10
月
24
日（
金
）

学習発表会　展示作品見学
《
茎
南
小
学
校
》11
月
8
日（
土
）

「高齢者との交流学習　
　～昔の遊び・しめ縄づくり～」

《
西
野
小
学
校
》11
月
8
日（
土
）

西野フェスティバル
白熱の校内相撲大会

《
島
間
小
学
校
》11
月
６
日（
木
）

高齢者とのふれあい活動（５・６年生）
「しめ縄づくり」

《
中
平
小
学
校
》11
月
4
日（
火
）

学校自由参観

《
平
山
小
学
校
》11
月
5
日（
水
）

校内すもう大会
～押して！引いて！技と力の大激突！～

《
花
峰
小
学
校
》11
月
8
日（
土
）

創立記念集会・学習発表会

《
大
川
小
学
校
》11
月
6
日（
木
）

学校評議員の皆さんと給食の試食会

《
長
谷
小
学
校
》11
月
4
日（
火
）

高齢者とのふれあい活動
クイズ大会をして昔のことを教えてもらいました♪
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InformationInformation情報ひろば
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
採
用
試
験
の
お
知

ら
せ

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
は
高
等
学
校
普
通
科

と
同
等
の
教
育
を
行
う
「
一

般
教
育
」、
理
工
系
の
専

門
的
な
技
術
の
教
育
を
行

う
「
専
門
教
育
」
に
加
え
、

陸
上
自
衛
隊
員
と
し
て
必

要
な
防
衛
教
養
や
各
種
訓

練
を
行
う
「
防
衛
基
礎
学
」

な
ど
の
教
育
を
受
け
将
来
、

多
種
多
様
な
分
野
で
活
躍

す
る
た
め
の
基
礎
を
作
り

ま
す
。
ま
た
、卒
業
時
に
は
、

提
携
す
る
神
奈
川
県
立
横

浜
修
悠
館
高
等
学
校
（
通

信
制
）
の
卒
業
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

◆
応
募
資
格

　

男
子
で
中
卒
（
見
込
み

　

含
む
）
15
歳
以
上
17
歳

　
未
満
の
者

◆
受
付
期
間

　
10
月
１
日
（
水
）
～

　
令
和
８
年
１
月
15
日（
木
）

◆
試
験
期
日

  

令
和
８
年
１
月
24
日（
土
）

◆
試
験
会
場

　
種
子
島
合
同
庁
舎

●
自
衛
官
候
補
生

◆
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

　
者

◆
受
付
期
間

　
①
12
月
１
日
（
月
）
～

　
令
和
８
年
１
月
15
日（
木
）

　

②
令
和
８
年
１
月
26
日

　
（
月
）
～
２
月
12
日
（
木
）

◆
試
験
期
日

　

①
令
和
８
年
１
月
25
日

　
（
日
）

　

②
令
和
８
年
２
月
21
日

　
（
土
）

　

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
鹿

児
島
地
方
協
力
本
部
種
子

島
駐
在
員
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方

協
力
本
部
種
子
島
駐
在
事
務

所
種
子
島
合
同
庁
舎
内

☎
㉓
０
２
９
９

　
第
77
回
人
権
週
間

～
考
え
て
み
よ
う　

　

大
切
な
人
権
の
こ
と
～

　

12
月
４
日
（
木
）
か
ら

10
日
（
水
）
は
「
人
権
週
間
」

で
す
。
人
権
週
間
は
、
昭

和
23
年
12
月
10
日
の
国
連

総
会
に
お
い
て
「
世
界
人

権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
て
定
め
ら

れ
、
今
年
で
77
回
目
と
な

り
ま
す
。

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を

広
く
国
民
に
呼
び
か
け
、

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
を
図
る
た
め
、
各
種
啓

発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん

も
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

◎
問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
９
（
２
１
９
）
２
１
７
０

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
に
対
す
る

認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う

　

12
月
10
日
（
水
）
か
ら

16
日
（
火
）
は
「
北
朝
鮮
人

権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で

す
。
平
成
18
年
６
月
に
「
拉

致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当

局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
、
毎
年
12
月
10

日
か
ら
16
日
ま
で
の
１
週

間
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問

題
啓
発
週
間
」
と
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

拉
致
問
題
を
は
じ
め
と

す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
は
、
国
際

社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
さ
れ
、
解
決

の
た
め
に
は
、
関
心
と
認

識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
政
府
拉
致
問

題
対
策
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
法
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

政
府
拉
致
問
題
対
策
本
部

http://w
w
w
.rachi.go.jp/

法
務
省

http://w
w
w
.m
oj.go.jp/

JIN
KEN
/jinken103.htm

l

　
種
子
島
森
林
組
合
で
は
、
10
月

よ
り
次
の
住
所
へ
事
務
所
を
移
転

し
ま
し
た
。
電
話
番
号
及
び
Ｆ
Ａ

Ｘ
番
号
は
変
更
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

◆
新
住
所

〒
８
９
１
‐
３
１
０
１

 

鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表

８
９
１
３
番
地
３

☎
㉒
１
１
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
㉒
１
１
２
４

種
子
島
森
林
組
合
事
務

所
移
転
の
お
知
ら
せ
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情報ひろば
「
か
ご
し
ま
子
供
Ｓ
Ｎ

Ｓ
相
談
・
通
報
窓
口
」

を
開
設
し
て
い
ま
す

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県

内
の
中
学
生
及
び
高
校
生
な

ど
を
対
象
に
、
悩
み
の
相
談

や
い
じ
め
の
目
撃
情
報
な
ど

を
、
身
近
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ

て
相
談
・
連
絡
で
き
る
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

　
受
付
時
間
：
午
後
５
時
～

午
後
９
時
30
分(

土
日
祝
日

も
受
け
付
け
て
い
ま
す)

　

身
近
な
人
に
は
な
か
な

か
面
と
向
か
っ
て
言
え
な

い
よ
う
な
悩
み
に
つ
い
て
、

チ
ャ
ッ
ト
形
式
で
気
軽
に
相

談
で
き
ま
す
。
相
談
の
秘
密

は
必
ず
守
り
ま
す
。

○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
通
報(

24
時
間)

　
い
じ
め
に
関
す
る
情
報
な

ど
、
友
達
の
こ
と
で
も
自
分

の
こ
と
で
も
24
時
間
い
つ
で

も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
通
報
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
必
ず
学
校
へ
届

け
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
匿
名
で
利
用
で

き
ま
す
。ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
鹿
児
島
県
教
育
庁

高
校
教
育
課
学
校
教
育
生

徒
指
導
班

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
５
５
３
２

E-m
ail: seitosidou@

pref.
kagoshim

a.lg.jp

鹿
児
島
県
保
育
士
・
保

育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

　

県
で
は
、
保
育
施
設
で
働
き

た
い
方
の
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
、「
鹿
児
島
県
保
育
士
・

保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
保
育
士
就
業
支

援
員
が
、
県
内
の
保
育
施
設
の

求
人
情
報
の
提
供
や
就
職
相
談

へ
の
対
応
を
行
う
無
料
の
職
業

紹
介
所
で
す
。
保
育
施
設
の
仕

事
を
お
探
し
の
方
、
就
職
に
関

す
る
不
安
や
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、ぜ
ひ
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
開
所
時
間

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
平
日
）

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

◎
問
＝ 

鹿
児
島
県
保
育
士
・
保

育
所
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
８
１
３
）
８
０
１
５

E-m
ail: kenshien@

cap.
ocn.ne.jp　

　
鹿
児
島
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月

間
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
12
月
１
日
の

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
を
中

心
と
し
た
１
カ
月
（
11
月

16
日
（
日
）
か
ら
12
月
15

日
（
月
））
を
「
鹿
児
島
レ
ッ

ド
リ
ボ
ン
月
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

月
間
中
、
エ
イ
ズ
に
関

す
る
正
し
い
知
識
の
普
及

啓
発
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
エ
イ
ズ
の
予
防
及

び
感
染
者
・
患
者
な
ど
が

尊
厳
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る

社
会
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
，
休
日
や
平
日

の
夜
間
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

保
健
所
で
実
施
す
る
Ｈ

Ｉ
Ｖ
検
査
は
、原
則
、無
料・

匿
名
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
受
付
か
ら
結
果
告
知

ま
で
、
お
お
む
ね
１
時
間

程
度
で
で
き
ま
す
。

　

少
し
で
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

の
心
配
が
あ
れ
ば
、
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

（「
鹿
児
島
県　
エ
イ
ズ
の

相
談
・
検
査
」
で
検
索
）

◎
問
＝ 

県
庁
感
染
症
対
策
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
２
４ 

E-m
ail:kansensy@

pref.kagoshim
a.lg.jp

　

鹿
児
島
県
で
は
、
毎
月
５

日
を
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー
と

し
て
、
県
民
の
み
な
さ
ん

に
地
球
温
暖
化
防
止
の
取

組
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

12
月
の
テ
ー
マ
は
、「
環
境

に
や
さ
し
い
住
ま
い
方(

節

電)

」
で
す
。

○
暖
房
は
室
温
20
度
を
目

安
に
し
ま
す
。

○
電
化
製
品
は
、
省
電
力

の
も
の
を
選
び
ま
す
。

○
こ
ま
め
な
消
灯
を
心
が

け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（「
鹿
児
島
県
エ
コ
ラ
イ
フ

デ
ー
」
で
検
索)

◎
問
＝ 

県
庁
地
球
温
暖
化

対
策
室

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
８
６

LINE QR コードweb チャット
QR コード

毎
月
５
日
は
エ
コ
ラ
イ
フ

デ
ー
で
す



Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
７
号
機
打
上
げ

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
７
号
機
打
上
げ

　
　
　
　

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
新
型
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
１
号

機
（
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ
１
）
は
、
２
０
２
５
年

10
月
26
日
（
日
）
９
時
00
分
15
秒
（
日
時

は
日
本
標
準
時
、以
下
同
）、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ

ト
７
号
機
に
搭
載
さ
れ
、
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
か
ら
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐

Ｘ
１
は
10
月
30
日
に
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
に
到
着
、
油
井
亀
美

也
宇
宙
飛
行
士
が
操
作
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

ア
ー
ム
で
把
持（
は
じ
＝
握
り
持
つ
こ
と
）

さ
れ
、
同
日
20
時
10
分
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
ド
ッ

キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　
日
本
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
運
用
経
費
の
分
担

を
「
こ
う
の
と
り
」
に
よ
る
物
資
輸
送
に

て
実
行
し
、
こ
れ
ま
で
合
計
９
機
で
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐

Ｘ
１
は
、
２
０
２
０
年
５
月
に
打
ち
上

げ
ら
れ
た
こ
う
の
と
り
９
号
機
以
来
、
５

年
ぶ
り
の
打
上
げ
と
な
る
新
し
い
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
で
す
。
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ

は
、
こ
う
の
と
り
の
開
発
・
運
用
技
術
を

引
継
ぎ
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
運
用
に
不
可
欠
な
物

資
輸
送
を
行
う
と
と
も
に
、
様
々
な
実
証

実
験
を
行
う
技
術
実
証
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
し
て
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ
で
得
た
技
術
は
、

国
際
宇
宙
探
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
応
用

が
可
能
と
な
り
、
特
に
ア
ル
テ
ミ
ス
計

画
で
の
国
際
宇
宙

探
査
に
お
い
て
は

月
周
回
有
人
拠
点

「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」

の
物
資
補
給
機
と

し
て
検
討
さ
れ
て

お
り
、
将
来
に
向

け
た
技
術
開
発
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
は
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
で
補
給
機
を
把

持
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
ド
ッ
キ
ン
グ
し
て
い
ま

す
が
、将
来
は
「
自
動
ド
ッ
キ
ン
グ
方
式
」

を
採
用
し
、
宇
宙
飛
行
士
が
不
在
で
も

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
に
ド
ッ
キ
ン
グ
で
き
る
補

給
機
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
Ｈ
Ｔ

Ｖ
‐
Ｘ
の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

ふ
た
ご
座
流
星
群
を
観
測
し
よ
う

ふ
た
ご
座
流
星
群
を
観
測
し
よ
う

　
毎
年
決
ま
っ
た
時
期
に
流
星
を
多
く

見
る
こ
と
が
で
き
る
三
大
流
星
群
の
一

つ
で
あ
る
ふ
た
ご
座
流
星
群
で
す
が
、

今
年
の
出
現
期
間
は
12
月
４
日
～
12
月

20
日
頃
。
最
も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
12
月
14
日
午
後
５
時
頃
の
見
込

み
で
、
多
数
の
流
星
が
ふ
た
ご
座
を
中

心
に
し
て
四
方
八
方
に
降
っ
て
い
く
よ

う
に
見
え
そ
う
で
す
。
13
日
と
14
日
の

午
後
10
時
～
12
時
頃
は
月
明
か
り
の
影

響
が
な
く
、
見
ご
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
夜
間
は
肌
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
機
会
に
、
秋
の
夜
空
を
眺
め
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

金
星
探
査
機

「
あ
か
つ
き
」
が
運
用
終

金
星
探
査
機

「
あ
か
つ
き
」
が
運
用
終

了
し
ま
し
た

了
し
ま
し
た

　
あ
か
つ
き
は
、
２
０
１
０
年
５
月

　
あ
か
つ
き
は
、
２
０
１
０
年
５
月
2121

日
に
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
Ｈ
‐

日
に
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
Ｈ
‐

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
1717
号
機
で
打
ち
上
げ
ら

号
機
で
打
ち
上
げ
ら

れ
、
２
０
１
５
年

れ
、
２
０
１
５
年
1212
月
に
５
年
以
上
の

月
に
５
年
以
上
の

歳
月
を
か
け
金
星
周
回
軌
道
に
到
達
し

歳
月
を
か
け
金
星
周
回
軌
道
に
到
達
し

ま
し
た
。
日
本
で
初
め
て
地
球
以
外
の

ま
し
た
。
日
本
で
初
め
て
地
球
以
外
の

惑
星
周
回
機
と
し
て
８
年
以
上
に
わ
た

惑
星
周
回
機
と
し
て
８
年
以
上
に
わ
た

り
金
星
大
気
の
観
測
を
継
続
し
、
こ
れ

り
金
星
大
気
の
観
測
を
継
続
し
、
こ
れ

ま
で
惑
星
気
象
学
に
関
わ
る
科
学
成
果

ま
で
惑
星
気
象
学
に
関
わ
る
科
学
成
果

を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
２
０
２
４
年
４
月
末
の
運

　
し
か
し
、
２
０
２
４
年
４
月
末
の
運

用
に
お
い
て
姿
勢
維
持
の
精
度
が
低

用
に
お
い
て
姿
勢
維
持
の
精
度
が
低

下
し
た
こ
と
で
通
信
が
確
立
で
き
ず
、

下
し
た
こ
と
で
通
信
が
確
立
で
き
ず
、

復
旧
す
る
見
込
が
な
く
な
っ
た
た
め
、

復
旧
す
る
見
込
が
な
く
な
っ
た
た
め
、

２
０
２
５
年
９
月

２
０
２
５
年
９
月
1818
日
に
停
波
作
業
を

日
に
停
波
作
業
を

実
施
し
、
あ
か
つ
き
の
運
用
を
終
了
し

実
施
し
、
あ
か
つ
き
の
運
用
を
終
了
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
あ
か
つ
き
の
開
発・

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
あ
か
つ
き
の
開
発・

運
用
を
長
き
に
わ
た
り
応
援
い
た
だ
い

運
用
を
長
き
に
わ
た
り
応
援
い
た
だ
い

た
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

た
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

宇
宙
科
学
技
術
館

宇
宙
科
学
技
術
館  

年
末
年
始
休
館
日

年
末
年
始
休
館
日

　
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
宇
宙
科
学
技

術
館
は
、
２
０
２
５
年
12
月
28
日
（
日
）

か
ら
２
０
２
６
年
１
月
２
日
（
金
）
ま

で
休
館
予
定
で
す
。

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244 
（内容は 10 月 31 日現在）

HTV-X1 がロボットアームにより
把持された瞬間
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人
生
会
議
に
つ
い
て

人
生
会
議
に
つ
い
て

　
　
　

公
立
種
子
島
病
院

病
棟
看
護
師　
山
下　
真
子

　
ご
自
分
の
将
来
で
い
よ
い
よ
と
な
っ

た
ら
、
ど
の
よ
う
な
最
期
を
迎
え
た
い

か
お
考
え
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。
で
き
る
だ
け
自
然
な
形
で
最
期
を

迎
え
た
い
、
で
き
る
限
り
の
延
命
治
療

は
し
て
ほ
し
い
、
こ
れ
だ
け
は
し
て
お

き
た
い
、
最
期
は
自
宅
で
、
な
ど
様
々

な
考
え
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
「
人
生
会
議
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
／
Ａ
Ｃ
Ｐ
）」と
い
っ
て
、

治
療
と
療
養
生
活
に
つ
い
て
本
人
の
意

思
を
主
体
に
、
家
族
や
近
し
い
人
、
医

療
者
と
あ
ら
か
じ
め
話
し
合
う
取
り
組

み
が
あ
り
ま
す
。
人
生
の
最
終
段
階
で

は
、
約
70
％
の
方
が
自
ら
の
治
療
に
対

す
る
希
望
を
伝
え
ら
れ
な
く
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
思
い
を
周
り

に
話
し
て
お
く
こ
と
は
、
も
し
も
の
判

断
を
迫
ら
れ
た
時
、
ご
家
族
の
負
担
軽

減
に
繋
が
り
ま
す
。

　

ど
ん
な
最
期
か
、
と
い
う
よ
り
ど
ん

な
生
き
方
を
し
た
い
か
、「
決
め
る
」
と

い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
繰
り
返
し

話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
Ａ
Ｃ
Ｐ

は
「
ま
だ
早
い
か
な
？
」
と
思
っ
た
今

が
ち
ょ
う
ど
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
気
軽
な
き
っ
か
け
か
ら
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

【12 月の診療体制】
診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

 9 時～
     12 時  
受付
８時～
　  11 時

小児外科 鹿大派遣医師
5 日・19 日

小児科
内科

19 日
13 時～15 時 30 分

藤田
荒井
三宅

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

眼科
耳鼻咽喉科
消化器内科

鹿大　眼科 1日～2 日
15 日～16 日

○毎週
鹿大 耳鼻咽喉科 消化器内科

（12 日・26 日）整形外科
リウマチ科

精神科
○毎週

整形医師
物忘れ

ストレスケア外来
（17 日）

リウマチ科
（11日・18 日）

診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

14 時～　
　１７時

受付
8 時 30 分
   ～16 時

小児科 鹿大派遣医師
5 日・19 日

内科 藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

眼科
耳鼻咽喉科
消化器内科

鹿大　眼科 1日～2 日
15 日～16 日

〇毎週
鹿大 耳鼻咽喉科 消化器内科

（12 日・26 日）整形外科
リウマチ科

精神科

物忘れ
ストレスケア外来

（17 日）
リウマチ科

（11日・18 日）

午  前

午  後

※ 12/7（日）は当番医。12/9（火）・30（火）の整形外科は休診します。
※夜間、休日は外来対応しておりません。休日は当番医の受診をお願いします。  

※ 火曜日の整形外科の受診を希望される方は､ 必ず来院前に電話でお問い合わせをお願いします。
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広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

ナ
イ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
ヒ
ロ
ウ
ィ
ン
ナ
イ
ト

２
０
２
５
」
開
催

　
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
10

月
31
日
（
金
）
に
普
段
と
違
う
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
ナ
イ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
ヒ
ロ
ウ
ィ
ン
ナ
イ
ト

２
０
２
５
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
館
内
で
は
、
広
田
遺
跡
に
ま
つ
わ
る

知
識
を
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
や
広
田
遺
跡
に
関
す
る
札
を
使

用
し
た
、
か
る
た
・
神
経
衰
弱
な
ど
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
か
る
た
と
神
経
衰
弱
は
、
子

ど
も
た
ち
が
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
む

姿
が
多
く
見
ら
れ
、
笑
い
声
が
あ
ふ
れ

る
賑
や
か
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
家
族
や
友
人
と
記
念
撮
影
が

で
き
る
フ
ォ
ト
ブ
ー
ス
の
設
置
な
ど
、

夜
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
過
ご
す
特
別
な

時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ご
来
館
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

第
50
回
熊
毛
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
開
催

　
10
月
21
日
（
火
）
に
熊
毛
ブ
ロ
ッ

ク
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
南
種
子
町

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
、
南
種
子

町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
に

は
南
種
子
町
１
４
２
人
、
中
種
子
町

か
ら
63
人
、
西
之
表
市
か
ら
66
人
、

総
勢
２
７
１
人
の
会
員
の
方
々
が
一

堂
に
会
し
、
玉
入
れ
や
ボ
ー
ル
運
び

リ
レ
ー
、
マ
ス
ゲ
ー
ム
、
１
ゲ
ー
ト

通
し
な
ど
の
競
技
が
行
わ
れ
、
け
が

も
な
く
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ

ま
し
た
。
優
勝
は
南
種
子
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
皆
さ
ん
で
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
年
度
は
西

之
表
市
で
の
開
催
予
定
で
す
。

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

〈皆さん仮装をして参加〉

◀マスゲーム

玉入れ競争▶

優勝：南種子老人クラブ連合会

〈みんなで一緒に記念撮影〉
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年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

再
勧
奨
が
届
き
ま
す

再
勧
奨
が
届
き
ま
す  

　
日
本
年
金
機
構
が
令
和
７
年
９
月

１
日
以
降
に
送
付
し
た
、
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
の
支
給
要
件
該
当
者

に
係
る
簡
易
な
請
求
書（
は
が
き
型
）

な
ど
の
未
請
求
者
に
対
し
て
、
再
勧

奨
の
は
が
き
を
12
月
５
日
か
ら
順
次

発
送
し
ま
す
。
老
齢
・
障
害
・
遺
族

基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、

令
和
７
年
度
に
お
い
て
、
所
得
額
が

前
年
よ
り
低
下
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
の
支
給
対
象
と
な
る
方
に
送
付
し

た
は
が
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
既

に
受
給
し
て
い
る
方
は
手
続
き
不
要

で
す
。）
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

を
受
け
取
る
に
は
、
請
求
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
原
則
、
お
手
続
き
い

た
だ
い
た
翌
月
分
か
ら
支
給
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
年

金
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

年
金
を
受
給
中
の
皆
さ
ま
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
、
１
月
中
旬
頃

よ
り
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」
が
、
順
次
発
送
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
１
年
間
に
受
け
取
っ
た
年

金
収
入
の
総
額
や
、
年
金
か
ら
差

し
引
か
れ
た
介
護
保
険
料
な
ど
の

総
額
が
記
さ
れ
た
証
明
書
で
あ
り
、

確
定
申
告
な
ど
に
必
要
な
書
類
と

な
り
ま
す
。
申
告
時
に
は
忘
れ
ず

に
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ネ
ッ
ト
上
で
の
確
定
申
告
な
ど
に

利
用
で
き
る
、
源
泉
徴
収
票
の
電

子
送
付
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

日
本
年
金
機
構
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
９
９（
２
２
５
）５
３
１
１（
２
→
２
）

・
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
４
０
９
２

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５

年

金
だ

役
場
福
祉
事
務
所

役
場
福
祉
事
務
所  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
８
３
）

１
１
１
１
（
１
８
３
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

 
～
毎
月
23
日
は
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
～
　
☎
㉖
６
６
９
０

★
新
し
い
年
を
迎
え
る
前
に

★
新
し
い
年
を
迎
え
る
前
に

　
年
末
の
大
掃
除
を
す
る
と
き
に
、
本
棚

の
奥
や
家
具
の
隙
間
か
ら
、
図
書
館
の
本

が
出
て
き
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
も

し
か
す
る
と
、
そ
の
本
、
あ
な
た
の
名
前

で
借
り
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
！

　
借
り
た
ま
ま
の
本
が
あ
る
方
に
は
、
町

立
図
書
館
か
ら
お
電
話
を
差
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。
電
話
を
受
け
た
際
は
、
速
や
か

に
ご
対
応
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
←
図
書
館
の
本
に
は
、
背
表
紙
の
下
部

に
「
数
字
が
書
か
れ
た
ラ
ベ
ル
」
が
貼
っ

て
あ
り
ま
す
。

源
泉
徴
収
票
の
発
送
に
つ
い
て

源
泉
徴
収
票
の
発
送
に
つ
い
て

★
年
末
年
始
の

★
年
末
年
始
の

　
　
　

　
　
　
図
書
館
利
用
に
つ
い
て

図
書
館
利
用
に
つ
い
て

　
町
立
図
書
館
は
、
12
月
28
日

（
日
）

～
１
月
５
日

（
月
）
の
間
、
休
館
い
た
し

ま
す
。
通
常
開
館
は
、
１
月
６
日
（
火
）

か
ら
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
休
館
す
る
前
の
12
月

16
日

（
火
）
～
12
月
27
日

（
土
）
の
約
２

週
間
を

「
特
別
貸
出
期
間
」
と
い
た
し
ま

す
。

　

特
別
貸
出
期
間
中
は
、
通
常
「
１
人

５
冊
ま
で
・
２
週
間
」
の
と
こ
ろ
、「
１

人
10
冊
ま
で
・
３
週
間
」
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
図
書
館
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

25　広報みなみたね　2025 年 12 月号
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広
田
遺
跡
周
辺
に
は
、
町
指
定

文
化
財
と
し
て
「
岩
穴
」
と
「
広

田
石
塔
祭
」
が
あ
り
ま
す
。

　

岩
穴
は
、
種
子
島
に
古
く
か
ら

伝
わ
る
「
岩
穴
焚
き
」
と
呼
ば
れ

る
乾
燥
浴
が
行
わ
れ
た
場
所
で
、

南
方
系
の
風
習
と
さ
れ
、
現
在
の

サ
ウ
ナ
の
よ
う
に
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
岩
穴
焚
き
は
、
ま
ず
内

部
で
火
を
焚
い
て
岩
穴
全
体
を
暖

め
、
中
央
に
残
り
火
を
集
め
、
周

囲
に
小
枝
や
ゲ
ッ
ト
ウ
の
葉
な
ど

を
敷
き
、
そ
の
上
に
座
っ
て
藁
の

蓋
で
入
口
を
密
閉
し
、
発
汗
を
促

す
と
い
う
方
法
で
す
。
か
つ
て
は

町
内
各
地
に
存
在
し
ま
し
た
が
、

広
田
集
落
で
は
こ
の
伝
統
を
守
る

た
め
、
昭
和
48
年
に
岩
穴
を
修
理

し
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
田
遺
跡
公
園
近
く
の

小
高
い
丘
で
は
、
共
同
祖
先
の
霊

を
供
養
す
る
「
広
田
石
塔
祭
」
が

毎
年
８
月
15
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

町
内
に
は
石
塔
を
持
つ
集
落
が
多

い
も
の
の
、
古
い
形
を
保
ち
続
け

て
い
る
の
は
広
田
集
落
の
み
で
、

仏
教
伝
来
以
前
の
祖
霊
祭
の
姿
を

今
に
伝
え
る
貴
重
な
行
事
で
す
。

広
田
遺
跡
周
辺
の
文
化
財
（
岩
穴
・
石
塔
祭
）

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

小
こ わ き

脇　瑠
る あ

愛ちゃん
令和 3 年 11 月 23 日生まれ
洋平さん・季枝さんの女の子（上中）

甘えん坊だけど、妹のお世話をよくしてくれる
優しい瑠愛。時々、お姉ちゃん達と喧嘩もする
けれど仲良し姉妹です。
これからも笑顔で優しい心を持って誰にでも愛
される子に育ってね。

ご家族からひとこと

片
かたいた

板　勇
ゆうしょう

翔くん
令和 3 年 12 月 20 日生まれ
勇樹さん・有香さんの男の子（茎永）

ウルトラマンが大好きで、いつもニコニコな勇
翔。
これからも、お姉ちゃんたちと仲良く、ウルト
ラマンみたいに強く優しく元気な勇翔でいて
ね！

～
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
10
周
年
記
念
～

　

令
和
７
年
度
は
、
広
田
遺
跡
・
広
田
遺
跡

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

「岩穴の入口」「広田石塔祭」
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　
）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

峰
山　
信
幸　
（
母
・
ミ
オ
）

宮
里　
能
成　
（
母
・
瑞
子
）

上
山　
律
子　
（
夫
・
幸
夫
）

（　）は前月比

人の動き　10月31日現在
総人口（ 人 ） 5,100（－ 5）

男（ 人 ） 2,576（－ 1）
女（ 人 ） 2,524（－ 4）

世帯数（ 戸 ） 2,863（－ 1）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

10 月 0 件 18 件
累 計 2 件 239 件

※累計は令和 7 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所
6 土 マイナンバーカード時間外窓口 8：30～12：00　総務課戸籍住民係

20 土

青少年育成の日

7 日

H3ロケット8号機打上げ 11時30分～12時30分 種子島宇宙センター 熊毛地区駅伝合同結団式 西之表市
第36回女子長距離走大会、中学
生男子長距離走大会 西之表市 遠藤彰弘サッカースクール 健康公園多目的広場
第66回南日本10㎞ロード通信競
技大会 西之表市

21 日
家庭の日

13 土 あおぞら保育園おゆうぎ会 町福祉センター 町内一斉クリーン作戦

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　11月15日現在
発生 死者 傷者

南種子町 4（＋ 2） 1（＋ 1） 4（＋ 2）
中種子町 3（－ 4） 0（－ 1） 5（－ 1）
西之表市 6（－ 2） 1（＋ 1） 6（－ 2）

計 13（－ 4） 2（＋ 1）15（－ 1）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
10
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
10
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

１２月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

久
保
田　
冨
太
郎　
83　
　
　
中
種
子
町

峰
山　
ミ
オ　

      
97          

赤
石

上
山　
幸
夫         
74　
　
　
上
中

宮
里　
瑞
子　
　
　
86　
　

   
上
中

河
口　
修　
　
　

   

80　

      
上
中

德
永　
春
雄         

87　

      

西
之

河
野　
久
德         

82　

      

西
之

■日曜営業スタンド当番店
日 当番店
7 （有）船川石油店　南種子給油所
14 （有）永松産業　南種子給油所
21 （株）GLOBAL THINK 南種子給油センター

■日曜祝祭日在宅当番医
日 在宅当番医 所在地 電　話
7 公立種子島病院 南種子町 26-1230
14 種子島医療センター 西之表市 22-0960
21 種子島医療センター 西之表市 22-0960
28 田上診療所 中種子町 27-0325
31 種子島医療センター 西之表市 22-0960

12
月
25
日
（
木
）
は

・
固
定
資
産
税
第
４
期

・
介
護
保
険
料
第
５
期

・
後
期
高
齢
者
医
療

    　
　

保
険
料
第
５
期

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
！

（
氏
名
） 　
　

 　

       （
保
護
者
） 　

   　

   　
（
地
区
）

小お

の

せ
野
瀬　
可か

い

ら
衣
楽　
（
正
道
・
昌
子
）　
上
中

河か
わ
の野　

   

矢や

え愛      （
正
彰
・
理
加
）　
上
中

大
脇　

   

ガ
レ
ニ
乃の

え

る
英
瑠（
健
寛・ロ
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス 

シ
ャ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ソ
レ
イ
）
西
之

上か
み
う
ら浦　
　
瑛え

な愛　

  （
毅
洸
・
美
咲
）    

上
中

う
ぶ
ご
え

お
詫
び
と
訂
正

　
令
和
７
年
11
月
号
の
「
町
小

学
校
陸
上
記
録
会
」
に
つ
い
て
、

一
部
記
載
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
６
年
男
子 

１
０
０
ｍ
】

（
誤
） 

１
位　
濱
上
煌
成
（
島
間
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

15
秒
４

（
正
） 

１
位　
髙
橋
一
剣
（
西
之
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

14
秒
２

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時
※ 12/29 全店営業（12/31 の営業は、各
　 店舗へお問い合せ下さい）
　 1/1 ・1/2 全店休業（1/3 の営業は、各
　 店舗へお問い合せ下さい）
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各
地
域
で
秋
季
大
祭
（
願
成
就
祭
）
開
催

　
南
種
子
町
で
は
、
旧
暦
の
９
月
、
春

に
願
立
て
し
た
豊
作
が
秋
に
な
っ
て
成

就
し
た
こ
と
を
感
謝
す
る
秋
季
大
祭（
願

成
就
祭
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
も
町

内
各
地
で
開
催
さ
れ
、
人
口
減
少
の
影

響
に
よ
り
踊
り
子
の
確
保
が
難
し
い
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
神
事
と
と
も
に

各
地
域
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
踊
り
が
奉

納
さ
れ
、見
学
に
来
ら
れ
た
多
く
の
方
々

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
ま
し
た
。

11/2（日）西之地区（御崎神社）

10/26（日）　上中地区（信光寺）10/26（日）　茎永地区（宝満神社）

10/26（日）　茎永地区（宝満神社）
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